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定価一部六ilj 

川
付
ま
し
て
お

U
比
限
う
，
F

』
ざ
し
ま
す。

昭
和
三
十
六
年
の
新
容
を
迎
え
ま
し
て
妓
に
町
氏
名
位
と
刊

し
く

一
立
に
会
し
年

η
の
制
後
凶
作
を
剛
述
べ
る
機
会
を
得
ま
し

た
こ
と
は
誠
に
欣
ザ
の

d

全
り
に
存
じ
ま
す
。

昨
日
の
口
と
し
て
送
っ
た
昭
和
三
卜
五
年
に
悦
い
を
致
す
時

転
々
感
慨
無
円
以
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

先
づ
郡
山
川
町
幽
め
実
犯
に
出
り
村
山
ハ
の
－
均
と

し

て

の

三
枚

踊

・
月
山
間
の
永
久
鴇
－
w
時
間
以
後
の
仕
上
げ
に
没
入
し
近
く
完
工

の
日
を
間
近
に
兆
え
、
法
的
－
C
問
の
水
椛
は
初
秋
の
頃
完
成

を
見
た
の
で
あ
り
ま
す
。

更
に
舵
谷

・
羽
人
間
の
上
小
川
織
は
県
当
局
で
こ
れ
を
改
修

し
現
布
下
山
判
的
も
亦
着
工
じ
て
い
ま
す
。
宮
崎
部
落
並
に
境

部
部
の
同
道
改
修
も
M
m
の
委
託
土
中
と
し
て
着
々
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す

J

川
部
…
討
の
県
道
改
修
に
、
笹
川

部
首
に
於
い
て
も
地
元
町
民
の
煎
解
の
下
川
雌
パ
ス
の
乗
入
れ

に
ま
で
成
功
殺
し
ま
し
た
。
宮
崎
部
部
の
漁
港
の
代
事
は
順
調

に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が、

川
、
大
鹿
、
問
中
野
の
海
岸
線
の

波
蝕
は
甚
し
く
お
い
に
そ
の
従
叫
土
中
が
維
設
省
渡
的
に
な
っ

た
と
は
言
え
、
早
急

ι対
策
が
消
ぜ
ら
れ
ず
其
の
促
進
に
山
づ
っ

て
参
り
ま
し
た
。

相川
川
む
市
一は
附
近
及
び
L
M
谷
地
区
の
土
砂
川
川
地
の
災
害
復
旧

工
事
も
県
当
時
並
に
伐
林
省
の
箆
附
あ
る
川
時
間
に
よ
り
漸
次
不

安
解
消
に
向
い
つ
L

あ
る
こ
と
は
日
び
に
以
え
ま
せ
ん
。

山
崎

地
区
の
小
川
元
沿
か
ら
の
奥
地
林
道
の
統
工
、
花
開
林
道
の
促

進
、
大
家
庄
地
区
山
冷
点
、
流
砂
に
対
す
る
万
策
に
就
い
て
も

秘
々
関
品
開
方
出
に
助
カ
セ
ボ
め
つ
＼
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
新
総
山
漁
村
社
策
事
業
と
し
て
の
山
崎
部
桜
並
に
五
ケ

庄
部
沼
の
有
紘
放
送
の
完
成
を
児
た
こ
と
は
こ
れ
又
文
化
施
捺

の
上
で
・
汗
ば
し
い
次
系
で
あ
り
ま
す
。
境
、
大
平
の
簡
易
水
道

の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
て
、
市
附
保
、
笹
川
、
積
尾
地
区

と
共
に
飲
料
水
、
防
火
肘
水
等
に
於
て
不
安
の
な
い
状
態
に
お

か
れ
る
訳
で
あ
り
ま
す
C

此恨
の
間
体
加
入
の
電
話
施
設
も
通
信

網
の
確
立
に
大
き
な
役
叫
を
川
ー
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

北
屯
が
治
川
第
三
発
電
所
の
工
事
に
婚
工
し
つ
L
あ
る
の
も

朝
日
町
の
将
来
に
伸
、
ひ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
惟
い
協
し
い
極

み
で
あ
り
ま
す
。
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山
M
S
Fl

岡
山

rz

本

本

松

村

教
育
第

一
の
目
的
ドで
M
崎
小
学
校
の
都
立
改
接
工
事
の
お
成

と
、
ほ

・
泊
中
年
L

い
伐
の
続
公
開
閉
に
つ

い
て
ふ
山
識
あ
お
名
枕

の
協
力
に
よ
り
年
度
内
に
は
清
仁
め
週
び
に
五
る
こ
と
と
湾
え

て
い
ま
す
。
町
子
伐
の
改
築
は
沼
れ
て
は
い
ま
す
が
、
的
第

一

保
有
闘
の
改
鋳
移
転
と
似
体
制
主
山
久
山
山
川
の
分
掠
設
内
υ一v
．m公

舎
の
刷
設
等
も
忽
内
事
業
の
一
つ
で
あ
り
ま
し
た
。

野
小
小
学
校
内
解
体
に
よ
り
泊
中
か
校
の
和
公
的
設
と
小
川

小
学
校
の
校
舎
増
築
と
お
食
純
尽
に
小
児
当
す
る
た
め
の
壮
感
も

推
進
さ
れ
て
レ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

町
宮
川
州
院
も
国
保
の
生
長
進
展
に
作
い
利
用
度
が
治
ま
り

－

つ
L
あ
り
ま
す

。

一

救
急
車
の
購
入
に
よ
り
入
院
患
者
の
ナ
l
グ
イ
ス
に
も
万
全

，

を
期
し
て
い
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

続
明
け
た
昭
和
三
十
ペ
年
は
こ
れ
叉
当
町
に
と
り
ま
し
て
は

多
難
な
年
か
と
思
い
ま
す
．

三
枚
楠
・
月
山
間
に
恕
け
ら
れ
た
永
久
柄
と
月
山
の
幹
線
道

路
と
を
明
く
辺
路
の
滞
工
に
、
南
保
仙
川
内
の
県
道
改
修
に
よ
る

パ
λ

迎
行
に
、
県
道
、
国
道
の
焔
純
促
進
に
、
統
合
中
学
校
の

第
二
期
趨
築
制
当
の
m
w得
に
、

一
府
の
努
力
ル
伴
げ
た
い
と
念

願
し
て
い
ま
す
。

城
山
を
中
心
と
す
る
宮
崎
、
佐
川
、
柿
尾
川
内
の
観
光
縞
設

に
関
し
て
は
県
当
局
の
助
成
を
得
て
展
望
台
並
に
給
水
施
設
を

計
画
中
で
将
来
の
観
光
適
地
と
し
て
有
望
で
あ
り
、
各
楠
閉
体

等
の
協
力
も
得
ら
れ
る
か
と
芳
え
て
お
り
ま
す
。

山
あ
り
、
河
川
に
、
山
陽
咋
線
に
道
路
に
地
域
広
く
色
々
な
事

業
の
遂
行
に
経
費
を
必
要
と
す
る
部
聞
が
多
い
の
で
あ
り
ま
す

が
、
境
保
育
所
の
新
設
に
中
央
公
民
館
の
創
設
等
計
画
実
施
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

幸
い
に
第
二
次
池
田
内
附
の
成
立
は
所
得
倍
噌
等
明
る
い
将

来
の
見
通
し
を
報
じ
、
貿
易

の
自
由
化
に
つ
い
て
も
、
中
小
企

業
者
に
朗
報
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
其
の
上
昭
和
三

十
一
年
以
来
の
米
牧
刷
庄
は
当
町
に
於
て
も
地
域
的
好
対
気
を

煎
ら
し
町
民
各
位
と
共
に
心
強
く
滞
計
画
の
制
点
と
進
行
に
巡

進
し
続
け
て
参
店
の
」
じ
あ
り
ま
す
。

更
に
只
総
合
開
発
の
面
と
し
て
境
川
第
て
第
二
、
第
三
発

電
所
は
出
力
一
万
六
千
七
百
キ
ロ
の
電
力
置
を
持
ち
工
場
誘
致

の
将
来
性
に
も
宰
い
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま

す
が
、
更
に
こ
れ
に
倍
加
す
る
発
電
計
闘
が
黒
部
川
流
域
に
候

補
地
を
求
め
る
か
の
様
に
も
灰
却
し
今
後
の
期
待
に
大
き
レ
も

の
が
あ
り
ま
す
。

以
上
町
政
の
概
略
の
一
端
を
申
述
べ
ま
し
て
昭
和
三
十
六
年

を
迎
え
ま
し
た
年
顕
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
．

4
1
4
・Q
U



旧
年
を
お
く
り
新
し
い
年
を
迎
え
る
の
一
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。

は
流
れ
る
大
河
の
ほ
と
り
に
た
だ
ず
む
に

一

御
承
知
の
と
お
り
地
方
自
治
の
軍
要
な

似

て

い

ま

す

。

一

課

題
は
、
地
方
自
治
体
の
行
政
を
よ
り
一

こ
こ
に
師
し
い
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
一
層
近
代
化
し
、
能
率
化
し
て
行
く
こ
と
に

り
ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
心
か
一
あ
り
ま
す
。

ら
賀
詞
た
申
し
上
げ
る
次
第
一
で
あ
り
ま

一

そ
し
て
地
方
自
治
体
の
木
来
の
俊
命
で

す
。

一あ
る
住
民
の
福
祉
を
増
進
さ
せ
る
行
政
内

顧
み
主
す
る
と
昭
和
三
十
五
年
は
朝
日

一容
を
充
実
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

町
に
と
っ
て
は
ま
こ
と
に
意
義
深
い
蔵
で

一

本
年
は
小
川
中
学
校
の
増
改
築
、

母
子

あ
り
ま
し
た
。

一寮
の
新
築
な
ど
多
く
の
事
業
が
計
画
さ
れ

本
町
年
来
の
引
顕
で
あ
り
ま
し
た
都
市
一

て
お
り
ま
す
が
、

出
来
る
だ
け
早
く
完
成

計
阿
街
時
の
決
定
、
談
び
に
電
疎
開
発
の

一
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
．

誘
致
に
よ
り
境
川
第
一
、
第
二
発
電
所
の

一

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
施
策
を
遂
行
す
る

発
電
開
始
等
常
々
と
町
発
展
の
目
的
で
あ

一
た
め
に
は
、

経
質
の
効
率
的
使
用
に
留
怠

る
事
業
が
関
係
者
の
理
解
あ
る
御
協
力
に

一
を
払
い
清
新
な
し
か
も
力
強
い
町
政
確
立

よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
一
の
た
め
、
よ
り
一

層
の
努
力
を
払
い
た
い

さ
ら
に
第
三
発
電
所
の
完
成
も
近
い
の
で

一
と
思
い
ま
す
の
で
皆
緩
の
御
協
力
を
お
願

あ
り
ま
す
＠

一
い
し
て
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
道
時
交
通
関
係
に
つ
い
て
は
上

朝
日
橋
、
永
久
楠
に
な
っ
た
上
小
川
摘
が

完
成
さ
れ
、
泊
第
一
保
育
園
、
宮
崎
小
学

校
講
堂
も
地
子
関
係
者
の
ど
協
力
と
皆
様

方
の
絶
大
な
る
ご
文
援
に
よ
っ
て
立
派
な

も
の
が
新
築
務
成
を
み
た
の
で
あ
り
ま

す
。財

政
再
建
途
上
に
あ
る
本
町
と
し
ま
し

て
は
機
能
の
幣
備
と
費
用
の
軽
減
の
た
め

昨
年
六
月

一
日
消
防
団
の
改
組
を
行
い
、

着
々
と
軌
道
に
乗
り
つ
L
あ
る
こ
と
は
持

び
に
棋
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

泊
統
合
中
学
校
等
教
育
行
政
に
つ
い
て
は

多
く
の
問
題
が
提
起
さ
れ
ま
こ
と
に
多
事

多
端
な
成
で
あ
り
ま
し
た
。
従
っ
て
昭
和

三
十
六
年
は
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
戒
で
あ
る
と
い
う
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名
一

崎
川

平
保
庄
庄
中
崎

町

区

一

泊

境

ケ

家

口

組

一

宮

笹

大

南

五
大
野
山

朝

． 

朝
日
町

産
業
別
世
帯
数
一
覧

三
十
六
隼
度
保
育
所
入
所

申
込
の
取
扱
要
領
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準
世
帯
数
一日
6
31
M
13
0
0
3
m

4
f・
「
町

u
n
H
U

に
余
裕
が
あ
る
と
き
は
入
所
さ
せ
て
も
よ

い
が
保
護
資
は
貧
富
を
問
は
ず
全
額
徴
枚

と
な
る
。

な
お
当
該
年
度
保
白
所
政
容
定
員
は
次

の
と
あ
り
と
な
っ
て
い
る
。

泊
第
一
ご

ニ
O
（
、
泊
第
二
（
五
O
）、

赤
川
（
四
五
）
、
桜
町
（
六
O
Y
笹
川
（
六

O
）
、
大
家
庄
（
八
O
）
、
小
川
（
四
O
）

尚
こ
の
他
阿

O
名
ほ
ど
の
榊
員
を
県
知

事
に
申
訪
の
予
定
。

三
、
保
育
所
の
入
所
巾
込
替

法
令
で
定
め
ら
れ
た
申
込
誌
が
あ
り
家

族
の
状
況
年
令
続
柄
職
業
及
び
保
育
を
欠

く
る
具
体
的
事
由
を
記
載
し
て
市
町
村
長

に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
・

記
載
事
項
の
書
か
な
い
も
の
、
及
び
虚

偽
の
申
立
を
し
た
も
の
は
入
所
申
込
を
受

け
つ
け
な
い
か
ら
必
ず
記
脱
す
る
こ
と
。

四
、
入
所
申
込
書
交
付
期
間

予
定
は
二
月
一
日
か
ら
十
日
間

な
お
用
紙
は
各
保
育
所
に
用
意
し
舟
の

会
な
ど
と
連
絡
を
と
る
こ
と
に
し
た
い
。

五
、
保
育
所
入
所
決
定
に
つ
い
て

申
込
苦
に
基
き
そ
れ
ら
の
家
庭
調
査
蓄

を
作
成
し
且
つ
要
宿
駅
哨
恨
の
認
定
及
び
諜

税
状
況
の
調
査
、
民
生
児
麓
委
員
等
の
機

関
に
は
か
り
徴
収
額
（
所
消
保
育
料
）
及

び
入
所
決
定
通
知
を
行
う
、
こ
れ
は
三
月

末
ま
で
か
L
る
見
込
み
。

六
、
比
の
他
・

保
育
所
は
社
会
労
働
施
設
で
川
氏
意
福
祉

法
の
適
用
を
受
け
、
多
舗
の
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
い
る
・
所
拍
幼
児
教
育
を
主

眼
と
す
る
教
育
施
設
で
は
な
い
。

従
っ
て
入
学
前
の
児
童
の
教
育
に
つ
い

て
は
相
当
軍
要
な
問
題
で
あ
り
、

特
に
翌

年
入
学
の
児
童
の
対
策
に
つ
い
て
は
所
泊

紗
児
学
級
、
幼
稚
関
等
の
術
策
を
湾
う
べ

き
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
の
所
管
で
あ
る

の
で
こ
こ
に
言
う
べ
き
で
は
な
い
が
保
育

所
問
題
特
に
行
政
、

会
計
に
お
け
る
国
の

位
査
が
厳
し
い
の
で
保
育
所
入
寸
前
者
は
一

に
掲
げ
た
事
由
に
基
き
、
虞
に
保
育
に
欠

け
る
児
重
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
亦
保

育
所
の
目
的
で
も
あ
る
の
で
以
上
の
こ
と

を
理
解
し
協
力
さ
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

民

生

課



町
当
局
は
公
民
館
施
設
の

充
実
に
努
力
せ
よ

第
三
回
朝
日
町
社
会
教
育
研
究
大
会
終
る

(3) 

青少年に活動の場をあたえよう

昭和 86隼 1月 10日
月千I]（毎月10日1回発行）

社
会
教
育
の
推
進
ν
l
ズ

γ
を
ひ
か
え
、
十
二
月
三
日

午
后
一
時
よ
り
泊
中
学
校
講

堂
に
お
い
て
、
朝
日
町
教
育

委
員
会
と
青
少
年
問
題
協
議

会
の
主
催
に
よ
っ
て
関
係
十

二
団
体
機
関
を
も
う
ら
し
、

第
三
四
社
会
教
育
研
究
大
会

を
開
催
し
、
朝
日
町
の
青
少

年
教
育
の
現
状
は
ど
う
か
更

に
青
少
年
間
胞
を
ど
う
進
め
た
ら
よ
い
か

を
テ
l

マ
l
に
パ
ネ
ル
’
討
論
会
を
主
体
と

し
て
三
時
間
に
わ
た
り
熱
心
な
討
議
が
行

な
わ
れ
た
。

当
日
の
ゲ
ス
ト
は

本
村
町
長
へ
青
少
年
問
題
協
議
会
長
）

柚
木
議
会
副
議
長

板
東
教
事
例
安
員
長

池
原
社
会
教
育
委
艮
長

同
舟
少
年
同
附
導
噂
絡
山
閣
議
会
長

ひさあ（射程霊長Z会員）第65号

酒
井
学
校
代
表

入
替
警
察
署
長

中
島
連
合
青
年
団
長

水
島
連
合
婦
人
会
副
会
長

小
坂
P
T
A
連
絡
会
長

村
口
ポ
イ
λ

・刀
ク
ト
団
代
表

大
菅
中
央
公
民
館
長
の
浦
氏
で
あ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
所
属
間
体
機
関
の
立
場
か
ら
意

見
発
表
が
あ
り
川
上
教
育
長
の
司
会
に
よ

っ
て
参
加
者
と
の
問
に
討
議
が
進
め
ら
れ

そ
の
間
県
村
上
社
会
教
育
主
事
の
助
言
指

導
も
あ
り
活
発
な
意
見
が
交
換
さ
れ
た
。

討
畿
の
内
容
は
テ
l
マ
l
の
青
少
年
問

題
を
主
体
と
し
た
青
少
年
の
育
成
が
重
点

と
な
り
、
児
童
ど
フ
プ
の
育
成
、
青
年
学

級
の
振
興
、
青
年
間
活
動
の
育
成
、
家
庭

と
学
校
の
容
接
な
協
力
。

特
に
こ
れ
等
青
少
年
の
育
成
の
た
め
活

動
の
楊
と
七
て
城
山
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

‘頃向綱同

今
月
は
町
県
民
税
と

保
険
税
の
第
四
期
分

納

期

で

す

今
月
で
固
定
資
産
税
の
冶
四

期
分
を
除

い
て
ん
上
削
終
了
す

る
訳
で
す
が
未
納
の
方
は
お

忘
れ
な
く
納
め
て
下
さ
い

健
康
保
険
で

マ

ッ
サ

ー

ジ
を

朝
日
町
国
民
控
除
川
町
の
J
V
～診
直
に
よ

り
、
ハ
リ
、

山花
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
治
療
を

お〈
げ
る
こ
と
が
引
ぎ
る
先
生
は
な
記
七
人

の
方
で
す
。

の
建
設
、
中
央
公
民
館
の
建
設
、
地
区
公

民
館
の
充
実
等
が
強
く
要
望
さ
れ
た
。

尚
参
加
者
を
地
区
別
に
み
る
と

野

中

六

大

家

庄

一

二

山

崎

九

五

ケ

庄

一

九

南

保

四

泊

二

六

笹

川

二

一

境

一
一一一

と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
所
属
団
体
機
関
か

ら
の
参
加
者
を
分
類
し
て
み
る
と

婦

人

会

六

二

公

民

館

一

一

青

少

協

一一

児

童

委

員

八

P

T

A

七
社
教
一
委
員
六

青

年

間

五

町

内

会

長

田

一

般

者

四

教

育

委

員

二

以
上
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

時
期
の
関
係
も
あ
っ
て
参
加
出
来
な
か

っ
た
人
達
ち
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が

一

般
に
参
加
が
低
調
で
あ
っ
た
。

新
し
い
年
を
迎
え
新
し
い
人
間
．
つ
く
り

の
た
め
に
愈
々
社
会
教
育
を
力
強
く
推
進

し
て
行
き
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

町
民

一
般
の
深
い
御
理
解
と
尚

一
そ
う

の
御
協
力
を
お
聞
い
し
ま
す
．

（
写
真
・
泊
巾
・
学
に
お
け
る
朝
日
町

社
会
教
育
研
究
大
会
）

水
上
和
仲
（
平
柳
）
水
鳥
和
一一
（
上
町
）

古
市
情
（
来
下
町
）
高
島
政
一一（温
泉
町
〉

大
井
健
蔵
（
大
家
主
大
倉
繁
賞
小
川
子
蕩
）

水
野
作
松
（小
川
元
湯
〉

朝
日
町
生
活
苦
情
相
談

所
の
開
設
に
つ
い
て

全
国
各
地
で
開
か
れ
て
お
り
ま
す
生
活

又
は
苦
情
の
相
談
を
受
け
る
生
活
苦
情
相

，
一談
所
を
ふ
／
般
朝
日
町
社
会
摂
祉
協
議
会
主

催
に
よ
ワ
て
毎
月
十
日
・
二
十
日
・三
十
日

に
朝
日
町
公
民
館
に
お

い
て
生
活
苦
情
相

談
所
を
開
設
し
町
民
の
生
活
、
そ
の
も
の

に
つ
い
て
、
又
困
っ
て
お
ら
れ
る
問
題
、

苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
問
題
に
つ
い
て
の
相

談
前
を
開
設
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
町
民

多
数
の
利
用
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
者
講

習
会
の
開
催
に
つ
い
て

に
つ
い
て
の
講
演
を
川
聞
い
た
の
ち
質
疑
応

答
に
入
り
特
に
児
意
ク
ラ
プ
の
育
成
は
指

導
者
の
み
の
負
担
を
似
わ
し
て
い
る
が
地

十
二
月
九
日
朝
日
町
中
央
公
民
館
で
行
一
域
社
会
の
児
童
問
題
は
町
内
会
、
婦
人
会
、

わ
れ
に
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
者
総
習
会
は
児

一児
童
委
員
、
青
年
間
な
ど
も
槙
権
的
に
文

武
タ
ッ
プ
指
噂
者
民
生
児
賞
委
員
校
下
姉
一探
す
べ
き
で
こ
れ
ら
機
関
の
辿
絡
が
大
切

人
会
民
と
母
純
グ
ラ
プ
代
表
者
が
参
集
し
一
で
あ
る
と
結
論
さ
れ
た
。

都
川
と
し
て
宮
山
県
婦
人
児
主
誠
竹
丸
係
一
こ
と
し
の
九
月
に
行
わ
れ
た
児
煮
委
員

官
民
及
び
詰
山
大
学
須
沼
教
授
を
迎
え
児
主
－
の
調
査
に
よ
る
朝
日
町
現
在
の
児
章
ク
ラ

の
健
全
成
育
及
び
ア
メ
リ
カ
の
子
供
た
ち

一
プ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ク

ラ

ブ

名

結

成

年

月

日

所

在

地

会

員

数

大

平

児

童

会

二
二
・七・

一

大

平

介

校

三
五

城

山

子

供

会

三
二
・七・

一
O

宮

崎

公

民

館

一

八

四

上

町

児

童

ク

ラ
プ
三
五
・
じ
・
ニ
O

上

町

公

民

館

八

六

栄

町

子

供

会

一

二

・

凹

・

一

O

栄

町

一二六

栄

町

中

学

部

会

二

四

・

七

・
二
O

栄

町

＝

o

東

京

野

少

年

間

＝

三

・凹

・

一

東

京

野

組

作

五

八

赤

川

児

童

ク

ラ

ブ

二
七
・
四
・

一

赤

川

公

民

町

一

七

七

月

山

児

童

ク
ラ

ブ

二

七

・四

・

一

月

山

公

民

的

問

一

O
三

桜

町

児

童

ク

ラ

ブ

二

七
・四
・

一

桜

町

公

民

館

一

四

七

高

畠

児

童

グ

ラ

プ

三

五

・七
・
二

O

高

畠

公

民

館

五

九

蛭
谷
児
童
会
連
合
会

二
七
・四・

一

蛭

谷

公

民

附

一
四
三一

金

山

若

芽

会

三

二

‘

四

・

一

金

山

公

民

館

七

七

舟

川

新

児

童

会

三

五

・

七

・
二
一

舟
川
新

公

民

館

六

六

三

枚

陪

児

京

会

三

五

・七
・
ニ
－

一
ニ
枚

橋

公

民

間

間

六

下

’

山

新

若

葉

会

三

五

・

七
・
ニ

一

下

山

新

公

民

館

一
ー『

七

計

一

五

一
・2
一F
J

尚
こ
の
他
報
告
な
レ
設
置
ク
ヲ
プ
も
あ
一
を
附
記
す
る
。

る
と
思
わ
れ
る
の
で
県
へ
届
出
の
必
要
も
一

泊

二

笹

川

一

あ
り
設
置
グ
ラ
ブ
名
、
結
成
年
月
日
、
所

一

赤

川

一

羽
入
・蛭

谷

一

在
的
及
び
会
員
数
、
指
導
者
名
等
を
役
場
一

接

町

一

高

昌

一

民
生
課
へ
報
告
願
い
た
い
。

一

犬
家
庄

一

計

八

尚
参
考
ま
で
に
母
親
グ
ラ
ブ
の
所
在
地

一

（民
生
法
）

ー’
h
f
J
A
J
H
f
3
1
f
3‘3
1
t
p也、f
3
z
f
J
K
J
RJ
也、t
pa
3
h
d色
t
J
3、，Mh
J

、；
・代Hvd、t
zg、J
九

l
v

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一
校
様
編
デ
ザ
イ
ン
一一一
千
集
諏
む
好
子
高

同

い

ド

限

い

一
和
服
編
物
全
集

諏

訪
好
日

一
赤
い
措
の

花

田

宮

虎

彦

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

一
i
一
部

井

上

常

石
に
咲
く
花
．

宮

田

常

堆

一
赤

ち

ゃ

ん

の

編

物

武

内

俊

三

編

現

代

田

本

名

詩

大

成

創

元

社

一

ど

こ
か

で

な

に

か

が

壷

井

栄

光

と

影

三

好

徹

一
貸
幣
太
平
記

作
道
洋
太
郎

頭

の

よ

く

な

る

本

林

磨

一
久
キ
l
教

室

広

島

英

雄

風
土
記
日
本
東
北
北
陸
下
中
邦
彦
↑
味
噌
汁
三
六
五
日

辻

嘉

一

掠
問
手
筋
四
週
間

島

村

俊

宏

一

天

に

ひ

ら

く

窓

富

田

常

雄

麻
慌
の
打
ち
方

柳

英

三

一情

熱

の

市

平

林

た

い

子

麻
術
の
羽
田
い

方

川

島

和

夫

一
夜
の
特
派

民

辻

豊



C4) 

ネ
ズ
ミ
の
駆
除
に

つ
い
て

昭和 3G年 1月 10「！
月刊（毎月10日1回発行）

期－.］： 1ri. 
0‘ YI'ミ

ll~ 引間す下
和一 。
三 j号l r'.r 

h ヌC
イ1:.

十＼・ ~J( 

月n 沌
－｜～！動
：』；.ri. カ1
11 Ii ’1・

で さ

第
二
則

昭
和
一一一十
山
年

「
月
十
V
H
H

三

月
ト
ド
ハ
臼
ま
で
－

川
口
さ
ん

～
人

一
円
J
h
・
メ
、
二
沿
治
辺
助
に

－

’P
J
加
し
ま
せ
ろ
い

屋
内
の
ふ
ズ
ミ
退
治
は
二
戸
二
ド
バ
ラ

バ
ラ
に
や
っ

て
も
効
裂
が
あ
り
ま
ぜ
ん
。

ネ
ズ
ミ
の
習
性
や
生
憶
を
よ
く
知
っ
た
上

で
あ
な
た
の
町
や
部
落
を
単
位
と
し
て
一

ぜ
い
駆
除
す
れ
ば
退
’
川
す
る
こ
と
が
出
来

主
す
。

戦
に
勝
つ
日間
決
は

「
ま
づ
政
令
知
り
次

（UogqbU0
8
0リ
に
じ
を
川
る
こ

固
定
宮
寺
ら
え
号
ユ

と
で
あ
る
し
と

園
田
Z
E
E
－
＆
宅
玄
圃
コ
＝

・．、〉

、U
P
D

O

ー

l
’・

l

・1
2

4

・・
1

・

1
a才
ふ
4
η
i

goo－8
0出
ド
γ
h
gロ

ネ
ズ
ミ
の
駅

除
、
と
云
う
こ
と
は
ネ
ズ
、
、、
と
人
間
と
の
絶

え
ざ
る
斗
予
で
あ
る
以
上
ふ
ズ
ミ
を
知
る

こ
と
が
第
一
で
あ
り
、
そ
の
弱
点
を
と
ら

え
て、

こ
L

に
・て
ト
方
策
定
集
巾
す
べ
き

で
あ
ろ
う
と
思
う
。
こ
の
怠
味
に
お
い
て

先
ず
時
代
マ
’
、

mm衣
食
住
に
大
き
な
山
則
容

を
与
え
、
又
冬
一
く
久
伝
染
病
の
保
的
政
介

助
物
・ぺ
1

て
、
保
健
尚
生
上
か
ら
も
一
大

有
川
町
大
与
え
て
い
ふ
。

と
れ
ら
ネ
ズ
｛
ゾ
－よ
る
被
山
市
汀
の
円
怖
い
誌

と
ふ
ズ
2

肢
の
引
一
矧

生
態
悦
び
に
習
性

の
概
略
に喝、
？
一U
咋
併
に
よ
っ
て
、
ネ
ズ

ミ
駆
除
の
ハ
に
何
等
か
員
航
す
る
な
ら
ば

幸
い
で
み
円
る
。

第

一
一
四
経
ム
ト
の
妓
害

f

－一
燥
に
お
け
る
被
害
額
）

一
、
食
時
山
一

被

害

一

億

円

二
、
家
財
道
具
的
被

害

二

億

円

一コ
、
食
跡
地
わ
被
害

一
町
歩
五
六

O
円
と
し
て

四
億
五
千
万
円

ひさあ（射器錫封）第65号

二
億
円

五
平
万
円

一O
億
円

回
、
除
野
の
桃
山

玉
、
そ
の
他

第
二
項
衛
生
上
の
砂
町

て
育
児
刈
．
危
引
M

二
、
伝
小
州
mr
日
間

①
間
持
感
件以

以
内
航
（
r小
川、

’T
フ
ス
川
l
〉

①
政
介
川
崎
弘

ヲ
イ
巾
三
円
、
必
熱
、
ペ

ユ
ト
、

発
診
熱
、

ツ
＼
い
刀
山
一
川

寄
生
虫
lh
〈
円
木
住
山
政
虫
州
）

①
食
小
キ

ネ
ズ
ミ
ナ
フ
ヌ
閥
、
グ
ル
ト
ネ
山
戸

2
3
 

斗い
主・

・
民
の
研
一切
と
習
性

よ
く
家
ネ
ス
、
、
、
と
肝
ネ
，
λ

ミ
と
一
五
う
よ

う
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
絶
対

的
の
も
の
で
は
な
く
、
ヰ
郎
、
・
畑
地
に
は

ハ
タ
ネ
ズ
、
、
＼
山
村
に
は
ア
カ
ネ
ズ
ミ
、

ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
、
ス
ミ
ソ
e
J
A
o

ズ

i
x、
毘
－M

に
は

み
？
ネ
ズ
ミ
、
ピ
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
、
ハ
ッ

カ
ネ
ズ
、
、
、
町
中
が
多
く
山
ん
で
い
る
が
、

ド

ブ
ネ
ズ
ミ
が
屋
外
で
咲
い
刑
し
て
伎
作
物
に

大
き
な
討
中
リ
右
り
え
た
こ
と
も
少
く
な
い

し
又
野
外
に
食
物
が

S
H李
節
だ
け
家
屋

外
で
店
勤
し
、
こ
れ
が
之
し
く
な
る
と
屋

内
に
侵
入
し
て
来
て
叫J

〈
飽
食
す
る
』

も
占
の
る
。

叉
を
に一山
川
ネ
．
ス
、
、
が
以
内
で
捕
え
ら
れ

た
こ
と
も
あ
る
。

①
繁

則

位
は
生
後
三
ヶ
月
削
ば
三
・
五
J
五
ヶ

月
で
著
し
く
生
制
力
な
党
仰
す
る
よ
う
に

な
り
一
年
間
に
ふハ
！
じ
刊
生
花
す
る
が
三

月
か
ら
六
月
の
附
が
最
も
多
く
、
仙
川
阪
期

は
二

O
t
二
円
日
で
刀
一二
川
の
限
閉
山
も
珍

く
な
い、

受
胎
期
間
は
一
年
刊
に
九
ヶ
月

枕
で
一
回
の
分
娩
数
は
平
均
六
頭
で
あ
る

が、

一
七

i
一
九
頭
の
記
録
も
あ
る
ド
ブ

ネ
ズ
ミ
や
ク

マ
ネ
．ス
、1
咋
の
も
の
が

一
番

’y

、。

〆
A
Z
s’hv

②
摂

食

性

ネ
ズ
ミ
の
郎
食
に
は
二
つ
の
一主
要
な
り

性
が
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
新
し
い
も
の
に
対
す
る
恐

怖
概
眠
の
行
動
で
あ
る
。

ナ
ブ
マ
戸
、
。、
．，
ノ

z
，
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朝
日
町
民
体
育
大
会
を

終
え
て

境
地
区
簡
易
水
道
工
事

完
成
近
し

マ
一

今

秋
十
月
よ
り
仁
川知
七
百
参
折
五
万
円

竺

で
朝
日
町
泊
の
氷
見
工
業
所
の
手
で
工
事

一
を
進
め
て
お
り
ま
す
ほ
地
区
簡
易
水
道
折

一
設
工
出
も
水
源
地
工
事
、
配
水
池
工
明
、

心身

叉
配
水
管
布
設
工
事
も
完
了
し
践
す
と
こ

山

ろ
各
戸
の
給
水
工
事
の
み
と
な
り
、
春
川十

月

々
九
戸
の
炊
事
川
崎
へ
清
リ
帥
な
飲
料
水
が
通

品
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

、ん

こ
れ
か
完
成
の
暁
は
境
地
区
民
一一

C
C

O
人
の
生
活
文
化
の
向
上
と
環
境
衛
生
に

大
き
な
役
割
を
県
す
も
の
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
、

（
写
瓦

・
境
問
易
水
道）

役
雌
明
日
等
に
お
い
て
数
多
く
の
間
凶
が
あ

り
、
そ
れ
介
＼
の
立
場
か
ら
検
討
さ
れ
解

決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

当
局
は
本
年
・
皮
に
お
い
て
、

一
栴
自
決
定

の
時
期
を
早
自
に
行
ア
た
こ
と
や
、
公
民

防
、
社
会
は
一
打
指
導
引
け
会
、
体
行
協
会
等

に
陥
恨
的
価
き
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
は、

大
会
連
世
が
う
ま
く
い

っ
た
嬰
闘
で
あ
っ

た
と
思
う
。
今
後
と
も
松
本
方
針
を
決
定

す
る
機
関
（
町
当
川
・
主
官
・

区
代
表
者

会
誠
一
等
）

、
計
刷
機
関

・
災
民
機
関
・
協

力
機
関
等
の
税
な
辿
ね
な
一
段
と
烈
む
の

で
あ
る
。

般
近
に
な
っ
て
、
地
区
に
お
け
る
体
育

大
会
が
町
ん
に
関
川
抗
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

そ
の
中
心
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
の
が

地
区
体
育
協
会
で
あ
一
る
。
又
町
民
体
育
大

会
へ
参
加
の
位
訴
を
し
て
い
る
の
も
地
区

休
有
協
会
で
め
る
。
そ
れ
ら
の
河
川
が
突

に
多
と
巧
え
る
。
し
か
も
、

そ
れ
ら
の
大

会
民
、
ゑ
加
悦
（
村
に

U
～叫ん父
一地
肌以｝

、

選
手
慰
…川
貨
符
の
れ
山
以
内
M
相
いに
お
い
て
は

町
民
休
刊
大
会．
M
止
の
刊
す
ら
出
て
い
る

訟
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は、

町
w
1
M
に
お

か
れ
て
は
、
大
会
問
も

rmむ
こ
と
で
あ
ら

う
が
、
地
以
へ
の
助
成
dy
考
肥
し
て
い
た

γ
、、
ぎ
た
い
。

叉
町
民
体
行
大
会
場
が
、
競
争
場
ば
か

り
で
な
く
、
す
ぐ
れ
た
技
を
見
る
場
、
多

数
の
町
民
が
参
加
す
る
レ
ク
リ
エ

l
vヲ

ン
の
場
、
売
し
い
前
扶
を
見
る
場
、
来
し

み
た
叫
う
場
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
恥

レ
た
い
。
小
中
高
生
比
の
マ
ス
ゲ
ー
ム
、

幼
枇
闘
の
お
ど
り
、
行
年
げ
引
の
川
市
長
一服

助
、
時
人
会
乍
の
参
加
、

一
治
参
加
の
ラ

ジ
オ
作
慌
に
、
又
泡
H
h
男
女
を
川
わ
ず
ん
よ

川
町
民
の
参
加
に
こ
れ
ら
を
よ
め
た
い
。

と
も
あ
れ
、
晴
日
町
民
が
挙
げ
て

一
向

に
会
す
る
機
会
、
し
か
も
親
陸
、
佐
原
、

明
朗
、
協
力
と
い
う
年
和、

民
主
宍
現
へ

の
道
を
l

小
め
て
。

こ
れ
を
他
に
し
て
川
が

あ
ら
う
か
。

（町
民
体
宵
大
会
反
山
科
目
ル
侃
よ
り

朝
日
体
行
協
会
剤
事
長
）


